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山
吹
中
学
校
二
組
の
輪

龍
口
　
宏

　

東
京
か
ら
疎
開
を
し
山
吹
国
民
学
校
の
一
年
に
転
校
し
た
の
は
、
戦
争
真
っ
最
中
の
昭
和
十
九

年
の
秋
頃
で
あ
っ
た
。
伊
那
谷
を
天
竜
川
が
帯
を
引
く
よ
う
に
流
れ
飯
田
線
が
寄
り
そ
っ
て
走
る

光
景
は
、
絶
景
で
戦
争
と
は
無
縁
の
よ
う
な
の
ど
か
さ
だ
っ
た
。

　

小
学
校
二
年
の
時
に
終
戦
。
私
達
の
学
年
は
子
沢
山
の
時
代
で
一
学
年
の
員
数
が
百
十
人
前
後

で
か
な
り
大
勢
だ
。
二
つ
の
組
が
あ
り
私
の
組
は
小
学
校
は
「
い
ろ
は
」
の
ろ
組
、
中
学
校
は
二

組
で
校
舎
は
同
じ
場
所
に
あ
っ
た
（
ろ
組
の
六
年
生
の
と
き
は
男
子
二
五
名
女
子
二
八
名
。
山
吹
村
と
市

田
村
が
合
併
し
高
森
町
に
な
る
「
高
森
北
小
学
校
百
年
史
」
よ
り
）。

　

我
が
学
年
の
不
思
議
な
の
は
小
学
一
年
か
ら
中
学
三
年
ま
で
の
九
年
間
、
ク
ラ
ス
替
え
が
一
度

も
な
か
っ
た
。
上
の
学
年
も
下
の
学
年
も
ク
ラ
ス
替
え
を
し
た
が
、
我
が
学
年
だ
け
は
組
替
え
な

し
だ
っ
た
。
強
い
て
問
題
に
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
が
理
由
は
「
生
徒
が
多
人
数
な
の
で
」
と
聞

い
た
。

　

二
組
の
憧
れ
の
女
性
マ
ド
ン
ナ
は
誰
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
記
憶
で
は
松
村
清
子
の
よ
う
な
気
が

す
る
が
、
美
に
対
す
る
好
み
は
人
に
よ
っ
て
違
っ
て
お
り
中
平
春
美
、
橋
都
逸
、
森
川
ス
ミ
子
、

龍
口
美
保
子
、
清
水
す
ず
み
、
中
平
悦
子
、
全
員
が
マ
ド
ン
ナ
で
あ
る
。

　

二
組
の
男
子
二
五
人
の
中
で
親
の
希
望
通
り
稲
作
中
心
の
家
督
を
継
ぐ
長
男
は
六
人
。
家
督
に

た
つ
の
く
ち
　
ひ
ろ
し 

一
九
三
七
年
、
東
京
生
ま
れ　

七
六
歳
。
聖
橋
高
校
卒
業
、
明
治
大
学
文
学
部
中
退
。
高
校
、
大
学
と
も
に

夜
間
部
。
父
が
若
死
に
の
た
め
一
五
歳
か
ら
働
き
多
種
の
職
業
と
人
生
経
験
し
た
の
が
私
の
原
点
。
第
六
回

エ
ッ
セ
イ
賞
、
奨
励
賞
受
賞
。。
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関
係
な
い
二
、三
男
は
東
京
に
職
を
求
め
た
。

　

社
長
が
最
高
の
地
位
と
思
わ
な
い
が
二
組
で
、
松
元
正
治
、
宮
島
隆
市
、
矢
澤
登
が
後
々
、
経

営
者
に
な
っ
た
。
三
人
は
社
長
の
資
質
が
備
わ
っ
て
い
た
の
か
小
学
生
の
頃
か
ら
、
他
の
子
供
と

は
違
う
面
を
持
っ
て
い
た
気
が
す
る
。

　

戦
後
の
工
業
国
日
本
の
発
展
は
凄
ま
じ
か
っ
た
が
、
上
京
し
た
一
五
歳
の
私
に
直
接
に
は
関
係

な
く
現
実
は
、
初
め
て
の
工
場
の
労
働
、
初
め
て
の
定
時
制
高
校
、
初
め
て
の
大
家
と
の
間
借
り

生
活
。
全
て
が
初
め
て
の
経
験
で
戸
惑
い
困
惑
し
た
。

　

職
場
で
は
故
郷
の
伊
那
弁
を
喋
ら
な
い
よ
う
に
し
た
が
自
然
に
出
て
し
ま
う
。
遠
慮
し
ら
ず
の

会
社
の
連
中
は
真
似
を
し
て
冷
や
か
し
大
笑
い
。
恥
ず
か
し
い
の
で
無
口
に
な
る
。
無
口
に
な
る

と
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
。
気
心
を
知
る
二
組
の
誰
か
に
会
い
伊
那
弁
を
喋
り
ま
く
り
た
い
心
境
に

な
っ
た
。

　

我
が
二
組
の
寺
沢
峻
二
が
新
宿
の
文
化
服
装
学
院
の
近
く
の
表
具
店
に
居
る
の
が
分
か
っ
た
。

話
す
相
手
を
求
め
て
定
時
制
高
校
を
さ
ぼ
り
学
院
の
付
近
で
探
し
当
て
た
。
峻
二
は
仕
事
が
終
り

私
を
見
て
驚
き
喜
び
店
の
側
の
ど
ぶ
川
の
所
で
、
久
し
振
り
の
伊
那
弁
を
大
声
で
楽
し
ん
だ
。
中

学
校
の
と
き
彼
は
寡
黙
の
方
だ
っ
た
が
、
そ
の
時
は
多
弁
で
日
頃
の
愚
痴
を
ぶ
つ
け
て
来
た
か
ら

先
に
聞
い
た
。

　

親
方
の
仕
事
へ
の
厳
し
さ
は
怒
り
次
第
で
は
腕
力
を
振
う
。
疲
れ
て
戻
る
住
居
を
兼
ね
た
店
で

は
親
方
の
両
親
が
お
り
、
無
理
無
体
の
嫌
が
ら
せ
を
す
る
赤
鬼
と
青
鬼
の
よ
う
だ
！　

興
奮
し
な

が
ら
一
気
に
訴
え
一
息
つ
い
た
。

　

代
っ
て
私
が
不
満
を
言
い
掛
け
た
と
き
親
方
が
現
れ
て
、
峻
二
の
腕
を
掴
み
強
引
に
店
に
入
ろ

う
と
し
た
。
彼
は
「
来
て
く
れ
て
有
り
難
う
」
手
を
合
わ
せ
る
格
好
を
し
て
店
の
中
に
消
え
た
。

　

空
し
く
帰
ろ
う
と
し
た
と
き
親
方
が
近
寄
っ
て
来
て
「
ジ
ャ
ン
パ
ー
な
ん
か
着
て
い
る
奴
は
不

良
だ
！　

二
度
と
来
な
い
で
く
れ
」
ジ
ャ
ン
パ
ー
は
大
家
の
長
男
の
お
古
で
、
お
婆
さ
ん
の
好
意

で
学
生
服
だ
け
で
は
寒
か
ろ
う
と
譲
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
。

　

東
京
は
全
て
先
端
を
往
く
憧
れ
の
都
の
筈
だ
。
親
方
の
よ
う
な
程
度
の
低
さ
を
思
う
と
遣
る
瀬

無
い
と
同
時
に
、
悪
条
件
の
環
境
で
彼
が
耐
え
ら
れ
る
か
心
配
に
な
っ
た
。
―
―
そ
の
後
、
寺
沢

峻
二
は
表
具
師
と
し
て
腕
を
上
げ
、
伊
那
谷
の
高
森
町
で
表
具
店
を
営
み
す
こ
ぶ
る
評
判
が
良
い

―
―
。

　

一
週
間
後
に
服
装
店
に
勤
め
る
我
が
二
組
の
大
野
光
男
を
訪
ね
た
。
山
手
線
の
目
黒
駅
の
近
く

の
店
先
で
壮
健
な
の
を
確
か
め
合
い
立
ち
話
で
別
れ
た
。
店
に
店
主
が
お
り
勤
務
中
の
彼
に
迷
惑
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を
掛
け
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
大
野
は
事
情
が
あ
っ
て
幼
児
の
頃
よ
り
親
と
別
々
に
暮
ら
し

た
ら
し
い
。
喜
怒
哀
楽
を
面
に
出
さ
ず
何
事
も
マ
イ
ペ
ー
ス
が
好
き
だ
。
服
装
店
は
半
年
で
辞
め

て
、
そ
の
後
六
十
年
間
、
同
級
生
の
誰
と
も
会
わ
ず
に
消
息
が
不
明
で
あ
る
。

　

一
六
歳
の
時
に
下
島
保
、
北
城
義
人
、
池
上
智
幸
、
西
川
太
弥
男
と
私
の
五
人
で
上
野
動
物
園

へ
行
っ
た
昼
食
に
五
人
と
も
初
め
て
「
焼
そ
ば
」
な
る
異
な
も
の
を
食
べ
て
、
独
特
な
乙
な
味
に

都
会
を
感
じ
た
。
―
―
数
十
年
後
、
北
城
は
中
堅
企
業
の
責
任
あ
る
役
職
者
に
な
り
、
西
川
は
札

幌
営
業
所
長
に
な
っ
た
。
池
上
は
今
も
現
役
で
高
級
な
靴
を
手
作
業
で
、
六
十
年
間
続
け
業
界
で

名
を
馳
せ
て
い
る
。
下
島
は
中
堅
会
社
の
重
役
に
ま
で
上
り
詰
め
た
―
―
。

　

三
年
が
経
過
し
故
郷
で
高
校
を
卒
業
し
た
同
級
生
が
上
京
し
、
東
京
だ
け
の
山
吹
中
学
校
二
組

の
ク
ラ
ス
会
が
催
さ
れ
た
。
会
の
決
め
事
は
な
く
解
散
ど
き
次
回
の
幹
事
を
決
め
て
お
開
き
に

な
っ
た
。

　

一
年
後
、
今
回
の
幹
事
は
「
高
級
料
亭
で
豪
華
に
や
る
」
と
言
っ
た
が
、
一
向
に
案
内
状
が
来

な
い
。
酔
っ
た
勢
い
で
幹
事
を
名
乗
り
出
た
の
を
記
憶
し
て
な
か
っ
た
。
同
じ
理
由
で
忘
れ
た
奴

は
三
人
い
た
。

　

二
五
歳
に
な
っ
て
私
は
、
希
望
し
て
い
た
大
手
業
界
新
聞
社
に
入
社
し
た
。
職
が
安
定
す
る
と

心
に
余
裕
が
出
来
て
ク
ラ
ス
会
に
も
毎
年
、
出
席
し
た
。
会
を
纏
め
継
続
さ
せ
る
た
め
に
会
長
が

必
要
の
意
見
が
あ
り
、
陽
気
で
騒
々
し
い
男
矢
沢
登
が
全
員
賛
成
で
会
長
に
な
っ
た
。
出
席
率
が

良
い
私
が
雑
用
係
で
あ
る
万
年
幹
事
。
後
に
子
育
て
を
終
え
た
女
性
が
出
席
す
る
よ
う
に
な
り
、

中
塚
敬
子
が
女
性
代
表
の
幹
事
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
。

　

三
人
で
歓
迎
さ
れ
る
会
に
す
る
打
合
せ
を
し
二
つ
の
禁
止
を
決
め
た
。
そ
れ
は
自
己
満
足
の
自

慢
話
と
人
の
悪
口
で
、
特
に
同
級
生
の
悪
口
を
禁
止
に
し
た
。
悪
口
を
言
う
人
は
心
が
狭
く
次
元

が
低
い
の
で
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
心
身
の
成
長
が
な
く
、
交
流
の
輪
に
入
れ
ず
に
悪
口
ば
か
り

だ
。

　

相
手
の
短
所
は
良
く
見
る
が
長
所
を
見
よ
う
と
し
な
い
。
我
が
子
を
如
何
よ
う
に
教
育
し
た
の

か
疑
問
に
思
う
。
会
の
輪
を
乱
し
仲
間
に
嫌
わ
れ
な
い
た
め
に
、
せ
め
て
新
聞
、
雑
誌
、
マ
ン
ガ

で
も
良
い
か
ら
活
字
を
読
ん
で
貰
い
た
い
。
そ
し
て
自
分
自
身
を
見
詰
め
直
し
て
欲
し
い
。

　

幹
事
三
人
の
一
致
点
は
九
年
間
、
一
緒
だ
っ
た
二
組
の
輪
を
消
滅
さ
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

会
長
に
な
っ
た
矢
沢
登
は
会
長
と
し
て
の
威
厳
な
る
も
の
は
な
い
が
、
彼
が
会
に
現
れ
た
途
端

に
雰
囲
気
が
明
る
く
な
る
の
が
取
り
柄
だ
。
体
が
大
き
く
大
声
で
話
の
内
容
は
面
白
い
が
、
何
処

ま
で
が
本
当
か
嘘
か
分
か
り
難
い
。
ふ
ざ
け
な
が
ら
人
を
纏
め
偉
ぶ
ら
な
い
の
が
長
所
だ
。
彼
が
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一
度
だ
け
欠
席
し
た
と
き
会
は
盛
上
ら
ず
火
が
消
え
た
が
如
く
、
寂
し
く
解
散
し
た
が
必
要
不
可

欠
な
男
で
あ
る
。

　

故
郷
の
山
吹
と
東
京
の
ク
ラ
ス
会
を
合
同
で
開
く
要
望
が
あ
り
、
実
行
す
る
た
め
矢
沢
と
打
合

せ
を
し
私
が
出
席
し
た
。
新
橋
の
玉
木
屋
の
佃
煮
を
十
五
箱
を
用
意
し
寺
澤
守
男
宅
の
二
階
で
会

合
。

　

数
日
前
に
連
絡
し
た
が
女
性
十
一
名
と
男
性
四
名
が
集
合
し
た
の
に
は
、
恐
縮
す
る
と
共
に
山

吹
会
の
結
束
に
感
心
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
格
の
松
村
彰
が
「
初
回
は
山
吹
が
行
い
次
回
は
東
京
が
主

催
し
て
貰
う
。
諏
訪
湖
の
予
定
で
案
内
書
は
後
日
、
郵
送
す
る
」

　

事
前
に
全
員
で
話
し
合
っ
た
よ
う
で
意
見
な
く
、
彰
の
報
告
で
決
定
し
酒
盛
り
に
移
っ
た
。
私

の
立
場
は
山
吹
会
に
出
席
し
沈
黙
し
て
居
る
役
目
で
あ
っ
て
、
合
同
ク
ラ
ス
会
は
成
立
し
た
。

　

二
次
会
は
小
平
寛
己
、
中
沢
重
一
、
彰
の
四
人
で
飯
田
市
の
一
流
ク
ラ
ブ
で
心
地
好
い
気
分
で

水
割
り
を
飲
ん
だ
。
彰
に
奢
っ
て
貰
っ
た
が
彼
は
当
時
り
ん
ご
の
栽
培
に
研
究
熱
心
で
、
独
自
の

味
に
感
銘
し
会
社
の
取
引
先
に
送
り
好
評
で
あ
っ
た
。

　

死
は
予
告
な
く
訪
れ
る
が
六
十
歳
代
で
亡
く
な
っ
た
同
級
生
が
東
京
で
四
人
い
る
。

　

最
初
は
秋
廣
光
男
、
読
書
好
き
で
会
に
も
本
を
持
参
し
て
い
た
。
司
馬
遼
太
郎
フ
ァ
ン
で
真
面

目
な
人
柄
で
謙
虚
な
男
。
通
夜
と
告
別
式
の
日
時
を
全
員
に
連
絡
し
た
が
、
初
め
て
の
同
級
生
の

死
に
驚
き
言
葉
も
な
く
動
揺
の
様
子
が
電
話
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

二
人
目
は
酒
好
き
の
餓
鬼
大
将
、
松
下
文
夫
で
死
の
直
前
ま
で
酒
を
友
に
し
た
。
女
子
は
乱
暴

者
の
先
入
観
で
恐
れ
た
が
、
ル
ー
ル
を
守
る
餓
鬼
大
将
で
男
ら
し
い
男
。
闘
争
心
が
旺
盛
で
飯
田

高
校
の
ラ
グ
ビ
ー
部
で
活
躍
し
た
の
も
性
格
の
一
端
。
会
社
で
は
労
働
組
合
で
主
義
主
張
を
押
し

通
し
た
た
め
マ
ー
ク
さ
れ
、
自
ら
枠
外
へ
去
っ
た
。
彼
を
理
解
す
る
に
は
人
間
関
係
の
表
裏
を
知

る
べ
き
だ
が
、
自
己
主
張
を
曲
げ
な
い
意
志
の
強
い
男
だ
っ
た
。
奥
さ
ん
と
息
子
の
一
人
は
日
本

舞
踏
の
世
界
に
入
り
、
奥
さ
ん
は
家
元
で
あ
る
。

　

三
人
目
は
中
塚
敬
子
で
過
去
の
私
事
を
多
く
語
ら
ず
に
、
三
十
歳
前
後
か
ら
女
性
一
人
だ
け
会

の
出
席
が
長
年
続
い
た
。
育
児
か
ら
解
放
さ
れ
同
性
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
情
愛
あ
る
笑
顔
に

な
っ
た
。
寛
大
な
心
の
持
主
で
仕
事
を
楽
し
ん
で
居
る
様
子
で
あ
り
、
会
社
の
同
僚
も
ク
ラ
ス
会

か
ら
も
信
頼
さ
れ
た
。
女
性
代
表
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
全
体
の
幹
事
な
の
で
貢
献
度
が
大
き
か
っ

た
。

　

四
人
目
は
坂
牧
富
美
、
三
人
と
も
に
が
ん
が
原
因
だ
が
、
彼
女
も
末
期
が
ん
で
手
を
施
す
状
態

で
な
い
程
に
進
行
し
て
い
た
。
容
貌
が
若
々
し
く
二
次
会
で
は
十
歳
以
上
も
若
く
見
ら
れ
た
。
自
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身
に
と
っ
て
が
ん
は
当
然
シ
ョ
ッ
ク
で
、
痩
せ
細
り
惨
め
な
姿
を
家
族
以
外
と
は
面
会
を
拒
否
し

た
。
再
三
、
誠
意
を
尽
く
し
た
慈
悲
あ
る
中
平
さ
だ
に
は
逢
い
心
を
開
く
よ
う
に
な
っ
た
。
日
に

日
に
衰
え
て
ゆ
く
我
が
身
に
無
念
の
涙
が
止
め
ど
な
く
流
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

山
吹
会
の
リ
ー
ダ
ー
松
村
彰
の
訃
報
が
入
り
、
現
世
に
神
仏
が
存
在
す
る
な
ら
ば
…
…
と
残
念

に
思
う
。
彰
は
六
歳
の
と
き
三
三
歳
の
父
を
亡
く
し
責
任
あ
る
立
場
に
な
る
の
が
早
か
っ
た
。
実

行
力
が
あ
る
彼
の
死
で
合
同
ク
ラ
ス
会
は
不
可
能
に
な
っ
た
。

　

七
六
歳
に
な
り
大
部
分
の
同
級
生
は
十
数
年
前
に
現
役
を
引
退
し
気
楽
な
生
活
。
私
は
体
調
を

崩
し
幹
事
を
降
り
て
、
宮
下
吉
弘
を
矢
沢
に
推
薦
し
た
。
彼
の
名
幹
事
ぶ
り
は
三
十
余
年
間
、
勤

務
し
た
複
雑
な
人
間
関
係
を
経
験
し
た
の
が
行
動
に
出
て
い
る
。

　

暇
な
老
人
に
な
っ
た
同
級
生
達
は
一
年
に
一
回
の
旅
行
で
は
満
足
で
き
ず
に
、
年
二
回
は
新
宿

の
歌
舞
伎
町
で
一
杯
会
を
開
い
て
い
る
。
年
三
回
は
吉
弘
の
方
針
で
あ
り
即
実
行
は
二
組
の
輪
で

あ
る
。
合
同
ク
ラ
ス
会
は
彰
の
死
で
、代
っ
て
行
動
す
る
人
が
居
ず
消
滅
し
た
も
同
然
と
な
っ
た
。

だ
が
東
京
会
の
旅
行
を
合
同
に
し
自
由
に
参
加
し
て
貰
う
方
法
が
あ
る
。
吉
弘
も
山
吹
会
の
交
通

の
便
を
考
慮
し
場
所
を
選
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

　

熱
海
で
の
会
に
は
早
速
、
小
平
高
江
が
山
吹
会
か
ら
初
参
加
の
第
一
号
で
出
席
し
て
く
れ
た
。

岐
阜
か
ら
は
山
吹
の
領
法
寺
の
娘
だ
っ
た
木
村
澄
子
が
、
気
品
あ
る
謙
虚
な
態
度
で
出
席
し
た
。

二
組
の
人
々
が
自
身
の
意
志
で
多
数
、
集
ま
る
の
を
期
待
す
る
。

　

最
近
の
新
宿
の
ク
ラ
ス
会
で
会
長
の
矢
沢
は
、「
俺
は
百
歳
ま
で
生
き
て
全
員
を
看
取
る
こ
と

に
し
た
。
心
細
く
惨
め
な
有
様
に
な
ろ
う
と
、
百
歳
ま
で
生
き
抜
く
俺
が
最
後
の
一
人
で
居
る
の

で
、
悩
み
が
あ
れ
ば
相
談
に
乗
る
か
ら
安
心
し
て
く
れ
！
」

　

皆
は
百
歳
に
は
野
次
り
笑
っ
た
。
だ
が
近
頃
の
私
は
体
調
不
良
で
、
会
の
次
の
死
は
私
で
は

…
…
と
の
不
安
の
中
で
、
心
に
沁
み
る
心
強
い
言
葉
だ
っ
た
。

　

山
吹
中
学
校
二
組
の
輪
は
消
え
な
い
で
と
願
う
。


